
                                
七
月
二
十
一
日 

鈴
鹿
市
石
薬
師
に
あ
る
三
重
県

消
防
学
校
に
お
い
て
、
三
重
県
消

防
操
法
大
会
（
小
型
ポ
ン
プ
）
が

大
雨
の
降
り
し
き
る
悪
天
候
の
中
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
こ
の
大
会
は
二
年
毎
に
行
わ
れ

県
内
か
ら
十
二
の
消
防
団
が
参
加

し
、
桑
名
市
か
ら
は
、
長
島
方
面

団
第
五
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

長
島
木
曽
岬
分
署
の
指
導
の
下
、

四
月
か
ら
六
十
五
日
間
、
連
日
夜

遅
く
ま
で
優
勝
を
目
指
し
て
訓
練

を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。 

 
当
日
は
悪
天
候
の
中
、
選
手
は

集
中
力
を
切
ら
す
事
な
く
、
訓
練

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
致
し
ま
し

た
。
結
果
、
優
勝
は
逃
し
ま
し
た

が
第
三
位
の
好
成
績
を
収
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

経
験
を
生
か
し
、
他
の
分
団
の
模

範
と
な
っ
て
頂
く
よ
う
、
大
い
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

  
出
場
選
手 

 
指
揮
者 
伊
藤 
友
貴 

一
番
員 
伊
藤 
尚
弥 

二
番
員 
内
藤 
知
樹 

三
番
員 
鈴
木 
豊
隆 

吸
管
補
助
員 
森 
浩
輝 

補
欠
員 
日
紫
喜 
智
洋 

  
審
査
結
果 優

勝  
鈴
鹿
市
消
防
団 

準
優
勝 
い
な
べ
市
消
防
団 

第
三
位 
桑
名
市
消
防
団 

             

広
域
避
難
訓
練 二

月
二
十
五
日 

桑
名
市
広
域
避
難
訓
練
が
伊
勢

湾
に
面
し
て
い
る
長
島
地
区
・
城

南
地
区
と
、
避
難
先
の
星
見
ヶ
丘

地
区
を
対
象
に
、
約
九
百
七
十
人

の
参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
静
岡
県
南
方
沖
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・

七
の
地
震
が
発
生
し
、
大
津
波
警

報
が
出
さ
れ
た
と
の
想
定
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 伊

勢
湾
沿
岸
の
地
域
住
民
を
遠

隔
の
高
台
に
有
る
避
難
所
に
迅
速

に
避
難
さ
せ
る
事
を
優
先
事
項
と

し
、
昨
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
を
教
訓
に
、
近
い
将
来

確
実
に
発
生
す
る
と
危
惧
さ
れ
て

い
る
東
海･

東
南
海･

南
海
地
震
等

の
災
害
発
生
に
よ
る
、
緊
急
時
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
証
し
今
後
の

防
災
体
制
の
整
備
に
役
立
て
る
事

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
消
防
団

の
活
動
と
し
て
は
、
地
域
住
民
に

対
す
る
避
難
広
報
や
避
難
誘
導
及

び
防
潮
扉
・
水
門
の
状
況
確
認
が

主
な
役
割
と
な
り
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ

の
協
力
も
頂
き
、
無
事
任
務
を
果

た
す
事
が
で
き
ま
し
た
。 

          

伊
曽
島
漁
港
か
ら
、
船
で
避
難
す
る
住
民 

（１）              桑 名 市 消 防 団 広 報 
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五
月
二
十
日 

長
島
運
動
公
園
に
て
、
桑
名
市

水
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

桑
名
方
面
団
・
多
度
方
面
団
・
長

島
方
面
団
の
全
員
が
揃
っ
て
行
う

新
年
度
最
初
の
訓
練
で
す
。 

大
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
、
水

位
の
上
昇
に
よ
り
堤
防
が
崩
れ
る

危
険
性
が
あ
る
と
の
想
定
の
下
、

初
め
に
消
防
本
部
・
消
防
団
に
よ

る
土
の
う
作
り
を
行
い
、
そ
の
後

河
川
の
状
況
変
化
に
応
じ
て
、
竹

流
し
工
法
・
シ
ー
ト
張
り
工
法
・

釜
段
工
法
・
月
の
輪
工
法
、
そ
し

て
最
後
に
積
み
土
の
う
工
法
を
実

施
し
ま
し
た
。
晴
天
の
下
、
全
員

一
丸
と
な
り
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。 

 

 

 
近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
多
発
し

て
お
り
、
昨
年
は
三
重
県
内
で
も

被
害
が
で
ま
し
た
。
ま
た
、
津
波

の
恐
ろ
し
さ
も
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な

い
天
災
で
す
が
、
我
々
消
防
団
は

こ
の
様
な
訓
練
を
通
し
て
有
事
に

備
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
痛
感
し
ま
し
た
。 

          

    

 

五
月
二
十
七
日 

岐
阜
市
長
良
川
右
岸(

鵜
飼
大

橋
下
流)

に
お
い
て
、
国
土
交
通

省
・
岐
阜
県
・
愛
知
県
・
三
重
県

合
同
に
よ
り
「
木
曽
三
川
連
合
水

防
演
習
・
複
合
型
災
害
防
災
実
働

訓
練
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
桑
名
市
か
ら
は
、
桑
名
方
面
団

第
三
大
隊
が
参
加
し
、「
月
の
輪
工

法
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
前
週
に

桑
名
市
水
防
訓
練
で
も
こ
の
工
法

の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回

参
加
団
員
も
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

り
、
同
じ
工
法
を
実
施
し
た
他
の

消
防
団
よ
り
も
立
派
に
で
き
、
成

果
を
発
揮
で
き
ま
し
た
。  

水
防
演
習
に
参
加
し
、
訓
練
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
だ
け
大
規
模
な
訓
練
を
常
に

実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ

れ
る
た
め
、
予
測
の
で
き
な
い
災

害
が
お
こ
る
昨
今
、
小
規
模
で
あ

っ
て
も
訓
練
を
企
画
実
施
し
、
有

事
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。 

   

四
月
二
十
二
日  

新
入
団
員
の
教
育
と
成
長
に
加

え
、
災
害
時
に
必
要
不
可
欠
な
知

識
を
学
ぶ
事
が
目
的
で
す
。 

消
防
団
員
と
し
て
の
心
構
え
か

ら
、
消
火
活
動
時
の
必
要
知
識
、

人
命
救
助
の
基
礎
と
方
法
等
を
、

現
職
の
消
防
隊
員
の
方
よ
り
指
導

さ
れ
、
皆
真
剣
な
表
情
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。 

中
で
も
、
人
命
救
助
の
演
習
訓

練
は
、
近
年
普
及
し
つ
つ
あ
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
用
い
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

災
害
の
現
場
だ
け
で
は
な
く
、
日

常
生
活
の
中
に
も
生
き
る
有
意
義

な
講
習
と
な
り
ま
し
た
。 

救
命
の
初
期
活
動
は
、
生
存
率

を
大
き
く
左
右
す
る
要
因
の
ひ
と

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
現

場
に
居
合
わ
せ
た
際
の
、
適
切
な

判
断
と
行
動
を
学
ん
だ
彼
ら
は
、

同
時
に
、
消
防
団
員
と
し
て
の
自

覚
と
自
信
を
得
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

ま
た
、
基
本
的
な
規
律
と
行
動

様
式
を
学
ぶ
、
集
団
行
動
訓
練
も

行
わ
れ
、
精
か
ん
な
か
け
声
と
共

に
駆
け
足
を
す
る
新
入
団
員
は
ど

こ
か
頼
も
し
げ
に
見
え
ま
し
た
。 

 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （２） 
 

何気ない その一言に 赤信号 



 

 
長
島
方
面
団  

消
防
技
術
競
練
会  

 

三
月
十
八
日 

長
島
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
消
防
競
練
会
が
開

催
さ
れ
、
全
九
個
分
団
（
班
）
が

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま

し
た
。 

 
こ
の
競
練
会
は
、
団
員
の
礼

節
・
規
律
を
正
す
と
と
も
に
団
結

を
よ
り
強
固
な
も
の
と
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
第
一
訓
練
（
訓

練
礼
式
）
と
第
二
訓
練
（
想
定
訓

練
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
訓
練
で
は
、
停
止
間
に
お

け
る
各
個
訓
練
及
び
小
隊
の
隊
形

変
換
・
整
頓
を
行
い
、
分
団
（
班
）

ご
と
に
規
律
、
節
度
等
に
つ
い
て

審
査
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
訓
練
で
は
、
二
階
建
て
の

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

火
災
現
場
と
見
立
て
、「
逃
げ
遅
れ

者
が
一
名
い
る
模
様
、
長
島
木
曽

岬
分
署
隊
は
他
の
事
案
対
応
中
で

現
場
到
着
が
遅
れ
る
見
込
み
」
と

い
う
想
定
で
、
分
団
（
班
）
ご
と

に
指
揮
者
以
下
計
六
名
が
一
チ
ー

ム
と
な
り
、出
動
か
ら
人
命
救
助
、

ホ
ー
ス
延
長
、
消
火
、
長
島
木
曽

岬
分
署
隊
へ
の
引
継
ぎ
ま
で
を
実

施
し
、
各
行
動
の
的
確
性
・
安
全

性
等
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
訓
練
及
び
第
二
訓
練
に
お

け
る
審
査
の
総
合
点
に
よ
り
、
順

位
が
つ
け
ら
れ
、
結
果
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。 

優
勝  
第
一
分
団 

準
優
勝 
第
三
分
団 

第
三
位 
機
動
分
団
北
部
班 

惜
し
く
も
、
上
位
入
賞
を
逃
し
た

分
団
（
班
）
は
、
来
年
の
優
勝
に

向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。 

                  

多
度
方
面
団 普

通
救
命
講
習
受
講 二

月
十
二
日 

多
度
分
署
に
お
い
て
、
新
入
団

員
が
普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま

し
た
。 

           

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
を
人
形
で

実
施
す
る
新
入
団
員=

写
真
右 

  
講
習
は
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

使
用
方
法
を
中
心
と
し
た
内
容
で

三
時
間
の
講
習
で
し
た
が
、
と
て

も
中
身
の
濃
い
も
の
で
し
た
。 

 
救
命
知
識
・
技
能
の
習
得
と
安

全
意
識
や
危
機
対
応
能
力
の
向
上
、

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
の
自
信
に

も
つ
な
が
る
充
実
し
た
内
容
で
、

心
肺
蘇
生
法
を
経
験
す
る
こ
と
と
、

繰
り
返
し
経
験
す
る
こ
と
の
大
切

さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

規
律
訓
練
・水
防
訓
練 四

月
二
十
九
日 

多
度
町
総
合
支
所
駐
車
場
に
お

い
て
、
規
律
訓
練
・
水
防
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。 

 
消
防
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め

に
は
、
厳
正
な
規
律
の
保
持
と
迅

速
で
的
確
な
秩
序
あ
る
行
動
が
必

要
と
さ
れ
る
た
め
、
消
防
団
員
は

訓
練
礼
式
（
規
律
訓
練
）
を
習
得

し
ま
す
。 

 
訓
練
礼
式（
規
律
訓
練
）で
は
、

停
止
間
動
作
、
駆
け
足
呼
称
等
を

行
い
、
大
き
な
号
令
と
掛
け
声
が

終
始
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
水
防
訓
練
で
は
、
出
水
期
（
梅

雨
時
の
大
雨
や
台
風
時
期
）
に
備

え
「
積
み
土
の
う
工
」
を
習
得
し

ま
し
た
。 

 
団
員
は
、
実
戦
さ
な
が
ら
の
真

剣
な
表
情
で
、
た
っ
ぷ
り
汗
を
流

し
な
が
ら
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。 

         

桑
名
方
面
団 春

季
教
養
訓
練 

三
月
四
日 

規
律
訓
練
（
各
分
団
部
長
以
上

の
幹
部
）、
機
関
運
用
訓
練
（
機
関

担
当
者
）
、
器
具
取
り
扱
い
訓
練

（
そ
の
他
の
団
員
）
に
分
か
れ
実

施
し
ま
し
た
。 

規
律
訓
練
は
、
分
団
を
ま
と
め

る
幹
部
と
し
て
部
隊
の
編
成
な
ど

を
中
心
に
行
い
、
機
関
運
用
訓
練

で
は
、
ポ
ン
プ
車
両
メ
ー
カ
ー
に

来
て
い
た
だ
き
運
用
及
び
点
検
整

備
な
ど
基
礎
知
識
や
的
確
な
操
作

を
、
ま
た
器
具
取
り
扱
い
訓
練
で

は
、
ホ
ー
ス
延
長
や
筒
先
の
操
作

な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

団
員
個
々
に
階
級
立
場
に
応
じ

た
基
礎
知
識
、
技
能
を
習
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

人権は みんなの権利 守る義務 

（３）              桑 名 市 消 防 団 広 報 



総
務
大
臣
表
彰
を
受
章 

 
柴
田
清
勝
団
長
が
、
平
成
二
十

四
年
度
消
防
功
労
者
総
務
大
臣
表

彰
を
受
章
し
ま
し
た
。 

柴
田
団
長
は
、
消
防
団
歴
四
十

一
年
。
平
成
五
年
十
二
月
に
消
防

団
長
に
就
任
。 

こ
の
賞
は
、
広
く
地
域
消
防
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
社
会
の
安

全
確
保
、
防
災
思
想
の
普
及
、
消

防
施
設
の
整
備
、
そ
の
他
の
災
害

の
防
御
に
関
す
る
対
策
の
実
施
に

つ
い
て
功
績
顕
著
な
消
防
団
長
に

与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
桑
名
市
消

防
団
で
は
初
め
て
の
受
章
で
す
。 

             

表
彰
式
会
場(

東
京)

に
て 

前
列
一
番
右
が
柴
田
団
長  

辞
令
交
付
式 

平
成
二
十
四
年
四
月
よ
り
新
任

さ
れ
た
方
に
辞
令
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。 

 
柴
田
団
長
よ
り
辞
令
を
授
与
さ
れ

る
中
久
木
方
面
団
長(

左)

・
松
宮
副

団
長
（
中
）
・
牧
野
本
部
付
分
団
長

(

右)=

写
真
右 

           

ま
た
、
各
分
団
で
幹
部
に
な
ら

れ
た
方
、
新
入
団
員
に
も
授
与
さ

れ
ま
し
た
。（
写
真
左
上
） 

 

桑
名
方
面
団 方

面
団
長 

中
久
木 
治 

       
こ
の
度
、
桑
名
方
面
団
長
と
い

う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。 

近
年
、様
々
な
災
害
が
起
こ
り
、

防
災
体
制
が
大
き
く
見
直
さ
れ
る

な
か
、
消
防
団
活
動
も
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
過
渡
期
の
中
、
消
防
団
と
い

う
組
織
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何

か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
直
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
と
い
う
強
い
思
い
を
持
ち
、

地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
を
め
ざ

し
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

副
団
長 

松
宮 
元
行 

      
こ
の
度
、
副
団
長
の
重
責
を
担

う
こ
と
と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に

責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 
地
域
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
の

為
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

な
お
一
層
の
努
力
を
重
ね
、
消
防

団
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。 

 
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

そ
の
他
、
新
任
さ
れ
た
分
団
長

は
以
下
の
通
り
で
す
。 

団
本
部 

本
部
付  
牧
野 
義
勝 

桑
名
方
面
団 

第
十
分
団 
中
村 
裕
保 

長
島
方
面
団 

第
四
分
団 
伊
藤 
真
尉 

幹
部
視
察
研
修 六

月
二
・
三
日 

和
歌
山
県
の
稲
む
ら
の
火
の
館

に
て
、
一
八
五
四
年
に
起
き
た
安
政

南
海
地
震
の
津
波
来
襲
時
、
濱
口
梧

陵
が
稲
む
ら
に
火
を
放
っ
て
、
村
人

を
助
け
、
さ
ら
に
再
来
す
る
で
あ
ろ

う
津
波
に
備
え
巨
額
の
私
財
を
投

じ
、
海
岸
に
堤
防
を
築
い
た
話
を
、

映
像
と
、
語
り
手
に
よ
っ
て
視
聴
し

ま
し
た
。 

被
災
民
の
救
済
と
復
旧
に
尽
力

し
た
ば
か
り
か
、
大
堤
防
を
築
く
こ

の
大
工
事
に
村
人
を
雇
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
奇
跡
の
復
興
を
遂
げ

た
偉
業
に
は
た
い
へ
ん
感
銘
を
う

け
ま
し
た
。 

二
日
目
は
、
和
歌
山
県
の
文
理
地

区
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
見
学
し
ま

し
た
。
平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日

に
完
成
し
た
、
高
さ
七
．
八
メ
ー
ト

ル
・
収
容
人
数
約
百
名
の
タ
ワ
ー
で
、

震
度
六
強
程
度
、
津
波
に
対
し
て
は

潮
流
十
二
ト
ン
の
波
力
に
耐
え
ら

れ
る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
地
震

発
生
時
に
、
緊
急
一
時
避
難
場
所
と

し
て
活
用
で
き
地
震･

津
波
に
よ
る

不
安
を
和
ら
げ
、
安
心
感
の
あ
る
生

活
を
送
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

防
災
対
策
推
進
の
た
め
地
震･

津
波

に
備
え
て
の
避
難
訓
練
場
所
と
し

て
利
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

二
日
間
の
視
察
研
修
を
受
け
、
地

震･

津
波
の
怖
さ
を
身
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
今
後
必
ず
起
こ
る
で
あ

ろ
う
地
震･

津
波
に
備
え
て
、
自
主

防
災
組
織
の
強
化･

訓
練
の
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （４） 
君次第 差別するのも しないのも 



◇◇◇◇ 特集：心肺蘇生法ガイドライン ◇◇◇◇

救命処置（心肺蘇生）は、様々な研究データなどを元に、「ガイドライン」と呼ばれる基
準が何年かごとに改訂されています。
最近まで指導の基準になっていたのは、「ガイドライン２００５」でしたが、２０１２年
に、「ガイドライン２０１０」が発表され、救命講習も「ガイドライン２０１０」を基準

としたものに変わってきています。

この写真は、女性消防団が救命講習の指導用に作成した布ポスターです。「ガイドライン
２０１０」に合わせて作り直しました。大きな変更点を記します。

「ガイドライン２０１０」は、これまでの心
肺蘇生の方法を否定するものではなく、より
効果的な方法を推奨するものです。
緊急時には、自分が知っている方法が古くて

もためらわず自信を持って行うことが、大切な命を救う第一歩になるのです。

「ガイドライン２０１０」への変更にともな
い、指導員資格を持つ消防団員も再講習を受
けて、指導のための準備をしています。
自主防災訓練などで救命講習を受ける機会が
あれば、出来るだけ参加して、救命処置の流
れを体験して下さいね。

救命処置の方法が変わったの？

どこが変わったの？

救命講習に参加しましょう!

呼吸の確認は、気道確保は省略して、身体
全体をじっくり観察することで判断します。

呼吸が無いと判断したら、まず胸骨
圧迫(心臓マッサージ)を行います。

人工呼吸が難しい・ためらわれる、とい
う場合には、胸骨圧迫のみを続けます。

やめようよ 見て見ぬふり 知らんぷり

（５） 桑 名 市 消 防 団 広 報



女性消防団の活動はブログでもご覧いただけます。桑名市女性消防団 検索 ←クリック！

平成24年秋

毎
月
十
九
日

火
災
予
防

4月10日立教公民館

立教公民館にAE

Dが設置された機

会に、サークル代

表者の皆さんに指

導しました。

7月21日多度中地区 8月25日明正中学校

夏休み中にPTA

・先生方に講習を

受けていただきま

した。

学校は災害時は避

難所になる重要な

場所です。

心肺蘇生法・ＡＥＤ使用法指導
ガイドライン2010の導入に合わせて、胸骨

圧迫(心臓マッサージ)を重視した方法で皆さ

んに指導しました。

女性消防団は、各地の自主防災訓練などで

応急手当の指導を行っています。

心肺蘇生法のガイドラインも新しく

なりました。機会があれば、訓練に

参加してぜひ体験して下さいね。

勇気を出して

救命のリレー
「みんなで命を守りましょう」

新しい布ポスターが

できました

布ポスター

作成中

十

一

月

に

秋

田

で

開

催

さ

れ

る

女

性

消

防

団

全

国

大

会

に

、

私

達

も

参

加

し

ま

す

。

消防団は、本業を持ちながら、「自分たちのまちは自分たちで守る」という精神に基

づき、地域の安全と安心を守るために活動する非常勤の地方公務員です。

消防団には現在、

団員が不足しています

今こそ地域の皆さんの力が必要です
（現在、女性消防団も私達９名で活動しています。）

入団資格
18歳以上で桑名市に居住している、

又は勤務している方

消防団の活動はいろいろ。

あなたの参加をお待ちしてます。

ところが

・・・

私たちと一緒に

活動しませんか？

団員募集中

お問い合せ先

桑名市消防本部 総務課

ＴＥＬ ２４－５２７４

見つけよう 一人ひとりの いいところ

桑 名 市 消 防 団 広 報 (６ )
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